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	　 １　本年１月２０日，令和２年司法試験の合格発表があり，最終合格者は1,450人となった。　受験者数は，今回は3,703人であり，平成２３年の8,765人から減少傾向が続いている。　合格率は，平成２８年
	　 /
	　 ２　当会は，平成２９年以来，毎年，会長声明として，1,500人程度という人数を前提にすることのない合格判定を行うことを求めてきた。　今回は合格者が1,500人を下回り，これまでの意見表明が反映されたと
	　 /
	　 ３　法曹養成推進会議の平成２７年６月決定は，法曹人口の在り方について，「引き続き法科大学院を中核とする法曹養成制度の改革を推進するとともに，法曹ないし法曹有資格者の活動領域の拡大や司法アクセスの容易化
	　 /
	　 ４　この間，弁護士人口は，平成２７年の36,415人から令和元年の41,118人に増加している。　しかしながら，法曹有資格者の活動領域の拡大については，企業内弁護士の人数は増加しているものの令和元年で
	　 /
	　 ５　他方，法科大学院志願者は，平成２７年度の10,370人から平成３０年度の8,058人に減少し，令和２年度は8,161人と回復しているものの低調傾向である。　競争倍率は，平成２７年度は1.87倍であ
	　 /
	　 ６　当会は，弁護士人口が急増することによる弊害を取り除くため，平成２２年３月に，司法試験合格者は年間1,000人程度とすべきであるとの「適正な法曹人口に関する総会決議」を行っている。ここでは，司法制度
	　 /
	　 ７　そこで，当会は，政府に対し，司法試験合格者を1,500人程度輩出すべきとした法曹養成推進会議の平成２７年６月決定を見直し，速やかに適正な合格者数に減員することを可能とする政策を採ることを求める。

